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投与スケジュール

Cabazitaxel 21日毎 ×PDまで

注意事項
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・適応：ホルモン療法抵抗性前立腺癌、ドセタキセル投与歴のある症例に使用。
・ポリソルベート80含有製剤に過敏症ある患者は禁忌。アルコール過敏者には注意。
・予めジーラスタを予防投与する（骨髄抑制予防）
・副腎皮質ホルモン（プレドニン）を連日経口投与する。同等量のステロイド使用も可能（例：デカドロン）
・0.22μｍのインラインフィルターを使用すること。
・ポリ塩化ビニル製の輸液バッグ、ポリウレタン製の輸液セットは使用を避ける。
・調製上、端数は適宜規定の用量に変更する必要がある。
・調製上、用量に応じて、溶解液量を変更する必要がある。⇒変更必要時、薬剤部で変更可能。
　（＜25mg：輸液100ｍL、25～65mg：250mL、＞65mg：500mL）
・相互作用：CYP3A4で代謝される。アプレピタントの併用でカバジタキセルの暴露量に変化なし。
・血管外漏出リスク：炎症性
・投与延期、減量基準
　好中球減少：適切な治療にも関わらずGrade3が1週間継続、発熱性好中球減少の発現時

　　　　　　　　　⇒好中球が1500/mm3を超えるまで休薬。再開時：20㎎/㎡に減量
　下痢：Grade3以上の下痢、適切な治療にも関わらず持続する下痢　⇒休薬。再開時：30㎎/㎡に減量。
　末梢性ニューロパチー：Grade3以上　⇒休薬して、次回も投与中止。
　　　　　　　　　　　　　　　Grade2　⇒次回、20㎎/㎡に減量。

1コース 2コース
・・・ （day)

① デキサート 6.6 mg 点滴 30分

ポララミン 5 mg 

ファモチジン 20 mg 

生理食塩水 50 mL

② ジェブタナ 25 mg/㎡ 点滴 60分

生理食塩水 250 mL

＜25mg：輸液100ｍL、25～65mg：250mL、＞65mg：500mL

③ 生理食塩水 50 mL 点滴 5分

（フラッシュ用） （全開）

④ プレドニン 10 mg 経口 分2 朝昼食後に服用

⑤ ジーラスタ 3.6 mg 皮下注
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